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防
風
林
は
十
勝
を
代
表
す
る
景
観
で
あ
る
。
北
海
道
立

帯
広
農
業
高
等
学
校
（
帯
農
）
の
敷
地
内
を
通
る
市
道
か

ら
見
る
防
風
林
が
人
気
を
集
め
、
観
光
バ
ス
で
中
国
や
韓

国
か
ら
の
旅
行
者
も
押
し
寄
せ
る
。

　

ブ
ー
ム
の
切
っ
掛
け
に
な
っ
た
の
は
、
同
校
出
身
の
女

性
漫
画
家
・
荒
川
弘
（
ひ
ろ
む
）
の
作
品
「
銀
の
匙
（
さ
じ
）」

で
あ
る
。
国
内
は
も
と
よ
り
、
海
外
か
ら
も
銀
の
匙
フ
ァ

ン
が
、
聖
地
・
帯
農
に
押
し
か
け
る
。

　

少
年
サ
ン
デ
ー
連
載
の
こ
の
作
品
は
、
帯
農
が
モ
デ
ル

の
「
大
蝦
夷
（
お
お
え
ぞ
）
農
業
高
等
学
校
」
が
舞
台
。

酪
農
科
学
科
に
入
っ
た
札
幌
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
家
庭
の
男

の
子
、
八
軒
勇
吾
が
主
人
公
で
、
受
験
競
争
に
疲
れ
、
将

来
の
夢
を
見
失
っ
た
勇
吾
は
、
高
圧
的
な
父
と
の
折
り
合

い
が
悪
く
、
遠
く
離
れ
た
全
寮
制
の
高
校
に
行
き
た
い
と

担
任
に
申
し
出
る
。
そ
こ
で
紹
介
さ
れ
た
の
が
帯
農
だ
っ

た
。
寮
生
活
か
ら
始
ま
る
学
園
ド
ラ
マ
は
、
活
気
と
ユ
ー

モ
ア
に
満
ち
た
青
春
群
像
を
描
き
な
が
ら
、
動
物
の
死
と

向
き
合
う
日
常
や
、
過
酷
な
農
業
経
営
と
経
済
原
理
の
容

赦
な
き
仕
打
ち
な
ど
、
日
本
農
業
を
取
り
巻
く
苦
悩
も
読

者
に
突
き
付
け
る
。

　

も
う
一
つ
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
朝
の
連
続
テ
レ
ビ
小
説
「
な
つ
ぞ

ら
」
に
も
帯
農
が
登
場
す
る
。
十
勝
の
酪
農
家
に
育
て
ら

れ
た
戦
争
孤
児
な
つ
（
広
瀬
す
ず
）
が
、
デ
ィ
ズ
ニ
ー
映

画
を
超
え
る
ア
ニ
メ
ー
タ
ー
を
目
指
す
の
だ
が
、
青
春
時

代
を
過
ご
し
た
の
が
、
帯
農
が
モ
デ
ル
と
さ
れ
る
「
十
勝

農
業
高
校
」
な
の
だ
。

　

い
ま
、
注
目
の
帯
農
は
、
１
９
２
０
年
（
大
正
９
年
）
設

立
で
、
来
年
１
０
０
周
年
を
迎
え
る
道
内
屈
指
の
伝
統
校

で
あ
る
。
現
在
学
科
は
農
業
科
学
、
酪
農
科
学
、
食
品
科

学
、
農
業
土
木
工
学
、
森
林
科
学
の
５
学
科
。
定
員
は
各

40
人
で
、
後
継
者
の
育
成
が
主
目
的
な
の
で
、
ほ
と
ん
ど

が
推
薦
入
試
で
合
格
す
る
。
一
般
受
験
の
合
格
は
各
科
１

人
か
２
人
と
い
う
狭
き
門
だ
。
農
業
科
学
と
酪
農
科
学
は

１
年
生
の
１
年
間
、
食
品
科
学
は
１
年
生
の
４
カ
月
間
が

寮
生
活
と
な
り
、そ
こ
で
若
者
は
た
く
ま
し
く
成
長
す
る
。

　

帯
農
の
場
所
は
帯
広
市
街
中
心
部
か
ら
南
へ
約
５
キ

ロ
。
敷
地
面
積
は
１
１
０
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
札
幌
ド
ー
ム
の

約
20
倍
だ
。
畜
舎
や
畑
、
牧
草
地
、
防
風
林
や
森
林
も
あ

り
、
高
校
で
は
日
本
一
の
広
さ
だ
と
い
う
。

　

同
校
の
隣
に
帯
広
畜
産
大
学
が
あ
り
、
両
校
の
連
携
事

業
で
生
徒
が
細
菌
学
や
獣
医
学
な
ど
大
学
の
授
業
に
触
れ

る
こ
と
も
多
い
。
さ
ら
に
本
年
か
ら
、
同
大
獣
医
学
部
と

北
大
獣
医
学
部
が
、
豚
と
ニ
ワ
ト
リ
の
育
成
施
設
が
整
っ

た
帯
農
で
臨
床
授
業
を
お
こ
な
う
こ
と
に
な
り
、
一
層
そ

の
機
会
が
増
え
た
。

　

帯
広
に
依
田
勉
三
ら
が
率
い
る
静
岡
県
の
晩
成
社
開
拓

団
が
入
植
し
た
の
は
１
８
８
３
年
（
明
治
16
年
）
だ
が
、

畑
作
は
春
先
の
強
風
に
悩
ま
さ
れ
て
き
た
。
撒
い
た
種
が

飛
ば
さ
れ
、
飛
土
で
農
作
物
の
茎
葉
が
傷
み
、
根
の
露
出

や
埋
没
な
ど
が
生
育
に
大
き
く
影
響
し
た
。
明
治
29
年
、

保
安
林
で
あ
る
幹
線
防
風
林
の
設
置
が
定
め
ら
れ
、
そ
の

後
、
市
町
村
も
農
業
組
合
な
ど
に
苗
木
代
や
造
成
費
を
補

帯農酪農科学科１年生の寮生活は、交代で朝夕の家畜の世話
がある。帯広畜産大学の調査によると「寮生活のおかげで学
校生活がよくなった」と思う生徒の割合が、１年生から３年
生へと時間の経過に伴って高くなっている＝写真は乳牛実習
（帯広農業高等学校提供）
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帯広市

銀の匙の聖地・帯農 防風林
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助
し
た
の
で
、
昭
和
10
年
代
に
は
、
現
在
の
よ
う
な
防
風

林
が
形
づ
く
ら
れ
た
。

　

帯
農
の
防
風
林
は
１
９
３
６
年
（
昭
和
11
年
）
９
月
に

昭
和
天
皇
が
十
勝
農
業
学
校
（
現
帯
農
）
を
視
察
し
た
際

に
は
整
備
さ
れ
て
い
た
の
で
、
90
年
ほ
ど
経
っ
て
い
る
と

い
う
。
こ
こ
は
並
木
の
よ
う
に
複
線
状
に
植
林
さ
れ
、
全

長
約
４
２
０
メ
ー
ト
ル
あ
る
。

　

十
勝
の
耕
地
防
風
林
は
、
農
業
機
械
の
大
型
化
で
作
業

の
妨
げ
に
な
る
か
ら
と
伐
採
さ
れ
減
少
し
て
い
る
が
、
一

方
で
防
風
効
果
が
再
評
価
さ
れ
、
植
林
の
動
き
も
あ
る
と

聞
く
。
し
か
し
、
カ
ラ
マ
ツ
は
５
メ
ー
ト
ル
伸
び
る
の
に

10
年
ほ
ど
か
か
る
か
ら
復
活
に
は
年
月
が
必
要
だ
。
十
勝

の
美
し
い
農
村
風
景
と
農
業
を
守
る
た
め
に
、
地
道
な
取

り
組
み
が
必
要
で
あ
る
。　

防風林は四季折々、朝夕さまざまな美しい表情を見せる。帯農の防風林は整備されてから90年ほど経っている。そば
を市道が通るので、観光バスが停まり外国人旅行者も訪れるが、くれぐれも畑に入らないよう気を付けてほしい

帯広市内にある高橋まんじゅう屋の「大判焼きチーズ」。酪
農王国十勝らしいお薦めの一品だ（帯広市東１条南５の19
の４、電話０１５５・２３・１４２１）


